
議会基本条例策定代表者会議資料                                    平成２７年４月９日 

 

議会基本条例第１４･１５･１９～２５条 正副座長案 新旧対照表 

正 副 座 長 案 代表者会議修正事項 備 考 

 

（市長報告） 

第１４条 議会は、市政の重要事項について、市長等の報告を求めるこ

とができる。 

 

（全員協議会） 

第１５条 全員協議会は、議会の運営及び都市計画その他重要政策に関

する研究及び協議を行う場合に、議長が招集し、開催するものとする。 

 

第５章 政策立案に関する調査及び研修 

 

（議会事務局） 

第１９条 議会は、議長の統理する事務を遂行するため、法第１３８条

第２項の規定により、議会事務局を設置する。 

２ 議会事務局は、前項によるもののほか、議会の政策立案、政策提言、

調査活動等を補佐する役割を担うため、体制を充実強化するものとす

る。 

３ 議長は、法第１３８条第５項の規定により、議会事務局の職員を任

免する。 

 

（議会図書室） 

第２０条 議会は、議員の調査研究に資するために設置する議会図書室

を適正に管理し、その充実に努めるものとする。 

２ 議会は、議会図書室の活用に当たっては、市が設置する情報公開コ

ーナー等に対し、協力を求めるものとする。 

 

第６章  議員の定数及び報酬 

 

 

（市長報告） 

第１４条 議会は、市政の重要事項について、市長等の報告を求めるこ

とができる。 

 

（全員協議会） 

第１５条 全員協議会は、議会の運営及び都市計画その他重要政策に関

する研究及び協議を行う場合に、議長が招集し、開催するものとする。 

 

第５章 政策立案に関する調査・研修 

 

（議会事務局） 

第１９条 議会は、議長の統理する事務を遂行するため、法第１３８条

第２項の規定により、議会事務局を設置する。 

２ 議会事務局は、前項によるもののほか、議会の政策立案・政策提言

活動、調査活動等を補佐する役割を担うため、体制を充実強化するも

のとする。 

３ 議長は、法第１３８条第５項の規定により、議会事務局の職員を任

免する。 

 

（議会図書室） 

第２０条 議会は、議員の調査研究及び政策立案に資するために設置す

る議会図書室を適正に管理し、その充実に努めるものとする。 

２ 議会は、議会図書室の活用に当たっては、市が設置する情報公開コ

ーナー等に対し、協力を求めるものとする。 

 

第６章  議員の定数・報酬等 

 

 

  ＝語句の修正 

第6条 正副座長検討中 

第11・12・17条 作業部会第1

班協議中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治法第100条第19項（議会

図書室の設置等）の規定に合

わせる。 

 

 

 

 



                                                            

 

（議員定数） 

第２１条 議員定数は、この条例に規定した議会としての機能を果たす

のにふさわしいものとすることを基本とし、小金井市議会議員定数条

例（昭和２６年条例第１４号）により定めるものとする。 

２ 議員定数の改正に当たっては、市政の現状及び課題を十分に考慮し、

市民の意見を聴取したうえで定めるものとする。 

 

（議員報酬） 

第２２条 議員報酬は、市民の負託に応える議員活動への対価であるこ

とを基本とし、小金井市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例（昭和３１年条例第２１号）に定めるものとする。 

２ 議会は、議員報酬の額の改正に当たっては、小金井市特別職報酬等

審議会条例（昭和３９年条例第２６号）第２条に規定する審議会の意

見を反映するほか、市政の現状及び課題を考慮するとともに、市民の

意見を聴取するものとする。 

 

第７章  条例に関する研修及び検証 

 

（条例の研修） 

第２３条 議会は、この条例の理念を議員間で共有するために、一般選

挙を経た任期開始後、速やかに、この条例に関する研修を行わなけれ

ばならない。 

 

（条例の検証等） 

第２４条 議会は、この条例の目的が達成されているか否かを、議会運

営委員会において検証するものとする。 

２ 前項の検証の結果に基づき、適切な措置を速やかに講ずるものとす

る。 

 

 

（議員定数） 

第２１条 議員定数は、本条例に規定した議会としての機能を果たすの

にふさわしいものとすることを基本とし、小金井市議会議員定数条例

（昭和２６年条例第１４号）により定めるものとする。 

２ 議員定数の改正に当たっては、市政の現状及び課題を十分に考慮

し、市民の意見を聴取したうえで定めるものとする。 

 

（議員報酬） 

第２２条 議員報酬は、市民の負託に応える議員活動への対価であるこ

とを基本とし、小金井市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例（昭和３１年条例第２１号）に定めるものとする。 

２ 議会は、議員報酬の額の改定に当たっては、小金井市特別職報酬等

審議会条例（昭和３９年条例第２６号）第２条に規定する審議会の意

見を反映するほか、市政の現状及び課題を考慮するとともに、市民の

意見を聴取するものとする。 

 

第７章  本条例に関する自己研さん・研修・検証 

 

（本条例の研修） 

第２３条 議会は、この条例の理念を議員間で共有するために、一般選

挙を経た任期開始後、速やかに、この条例に関する研修を行わなけれ

ばならない。 

 

（条例の検証等） 

第２４条 議会は、この条例の目的が達成されているか否かを、議会運

営委員会において検証するものとする。 

２ 前項の検証の結果に基づき、適切な措置を速やかに講ずるものとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                            

 

第８章  委任 

 

 （委任） 

第２５条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、別に定めるも

のとする。 

 

付 則  

 （施行期日） 

１ この条例は、別に規則で定める日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際、小金井市議会の委員会条例、会議規則等によ

る手続その他の行為は、この条例の相当規定によってしたものとみな

す。 

 

 

 

 （委任） 

第２５条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、別に定めるも

のとする。 

 

付 則  

 （施行期日） 

１ この条例は、別に規則で定める日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際、小金井市議会の委員会条例、会議規則等によ

る手続その他の行為は、この条例の相当規定によってしたものとみな

す。 

 

第25条（委任）は、第7章（条

例に関する研修及び検証）に

当てはまらないので、新たに

章を追加する。 

 


